
2025年度 第1回 海洋AI公開セミナー

海洋AIコンソーシアムにおける海洋×AIの最前線
[講演4] 建設環境コンサルタント分野へのAIの活用事例

いであ株式会社 イノベーション戦略本部 AI研究開発室
室長 阿部真己
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キーワード：

世界の学術研究をけん引する研究者
イノベーションをリードする企業人
新たな知の社会実装を手動する起業家
国内外のパブリックセクターで政策立案をリードする人材

「海洋産業AIプロフェッショナル」
海洋、海事、水産の専門知識とフィールドに関する豊富な経験
的確に人工知能を用い、その社会実装を手動する
イノベータ・高度専門技術者や海洋政策の立案を行う人材

ど
う
し
た

も
の
か…

https://www.g2.kaiyodai.ac.jp/marine-ai/activity/202511041308.html
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みんなならどうやって
アプローチする？



1-2. ゼロから実装できる基礎体力

リアル画像 AIによる復元

水中や大規模なインフラのSfMを安定に解ききるのって結構難しかったりします。
調査から解析まで一体で実施できることも大事ですが…
結局、自作できる体力、個別の課題に適応できるアルゴリズムを独自開発できる
基礎体力がラストワンマイルの精度として重要だと感じています。

急がば回れで、SfMは自作…ということも。
（数値計算、シングルボードGAN、拡散モデル、NeRFなど自作してきました）



1-3. 未来がのぞける物理カメラ
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衛星画像やCCTVカメラから見える
状況からそのまま数値計算を行って、
予測結果をそれぞれの見た目の延長として
フィードバックすることができれば、
「未来がみえるカメラ」が実現できます。

予測の民主化に挑戦しています。
代理モデル、自動微分、生成AＩとの融合…
もちろんAIエージェントによる操作も。



●：境界条件の回帰時地点
●：PDE損失評価時地点

AIはOSSが多いので、ダウンロードするだけで、なんでもできる！？
いやいや、そんな簡単な話じゃないですよね。

例えば、PINN（Physics-Informed Neural Network）。
連立偏微分方程式を関数として直接近似して、残差損失として
最適化する新しい数値計算手法として注目されていますが、
実際応用問題に適用するとすぐにいろんな壁にぶつかります。

結局、本質の理解、ゼロから実装できる体力がないと
使いこなすことはできません。民間かどうかに関係なく大事なことでは？
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1-4. OSSの使いこなしも基礎体力



サラリーマンが、
開発できることの
もう一つの価値。
大げさなタイトルだけど、内容はそうでもないですよ。

講演の話にあきてきたなら、ラーメンのことでも考えていればよいですよ。



2-1. 環境やライセンス依存の回避
いろんな便利なAIが公開されていますね（Googleが始めたAI民主化）。
技術的に差別化を期待していないOSS（画像解析など）にもいくつかの懸念点があります。

①：環境依存
PJが継ぎ足しで巨大化して環境構築が大変になる…
ハードウェアの更新にコード更新が追い付かなくなる…
会社のセキュリティ制約で公式の方法で動作させられない…

②：ライセンス依存
OSSと思っていたのに急に使えなくなる…（例えばAnaconda）

必要な部分に限定すれば、
コードは実はすごく軽量だったりします。
必要なWeightをローカルにおくなど…
事業を継続するための基本的なモデル群を整備して
社内に広く展開するのも大事なミッションです。
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2-2. Foundation Modelの活用
基盤モデルも「単に使うだけ」から「ちょっと改造して自由自在」という価値を大事にしています。
かゆいところに手が届く開発が全員できるチームづくりが出来ているつもりです。

SAMでアノテーション作業自動化…

テキストアライメント
機能のある教師なし
異常検知モデルの
開発… など
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3. これまでにない価値創造へ…

例えば、自由書式があれば、
その人がどんな人か分かったり、
その人の行動を再現することができます。

ひと真似をするエージェントで街をつくれば
バーチャル社会実験を複雑なまま計算可能
です。気持ちも社会も計算可能です。
この計算基盤を既存の事業（景観の定量
評価など）に適用することを狙っています。



知
ら
な
い
な
ん
て

も
っ
た
い
な
い

理想の研修ってどんなの？？
毎日でも聴きたい内容になれてる？

今日のこの講演だって、BGMくらい
あってもいいのにね。
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4. 全てはここから始まった…

難しい内容の論文も、ラジオのパーソナリティの会話として聞けば、
びっくりするほど頭の中に入ってくるし、論文チェックの作業が『義務』から『楽しみの時間』に変わる！？

ラジオというメディアの利点：
①耳なら空いている… ②継続しやすい… ③人となりが伝わる…



社内のテック事情に
聞き耳を立てていた
ら、知らないうちに
強くなっていた、私。
問い合わせ：イノベーション戦略本部 AI研究開発室
室長 阿部真己 abe21107@ideacon.co.jp

月に一度、社内のディープな会話、放送中。

社内ラジオで組織の学習をリズミカルに！
匿名のお便りコーナーはこちら（ https://forms.office.com/r/2QV3P9V0EL ）☞
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4-1. どんなに忙しくても耳なら
 空いている…



ニッチな領域では、自由な深堀が可能な分野もあります。

サービス品質向上のためのスクラップアンドビルドを推奨しています。
また、独自のアルゴリズム開発も推奨しています。

OSSや基盤モデルの使いこなしもスクラップアンドビルドの精神を重視しています。
環境依存回避、ライセンス依存回避の観点からも、やはり重要な視点です。

新しい価値の創造にも取り組んでいます。
（人間、心理と行動、社会的な心理の動き方など）

普及にも力を入れており、音声コンテンツの力に注目しています。

何か一つのことに熱中できる時間は、
みなさんが今しかもっていない宝物です。大事にしてください。
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